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お問い合わせは、外来担当看護師まで
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信頼・協調・貢献

北九州湯川病院の理念

基本方針
1. 患者様の意思と権利を尊重した医療を提供します。

2. 医師による説明と、患者様の選択に基づく誠実な医療を推進します。

3. 質の高い医療を提供するために、職員の教育と研修を充実させます。

4. 患者様の自立支援に向け、適切なチーム医療を実践します。

5. 地域の方々のニーズに応え、親切で優しい医療を行います。

6. 患者様・ご家族様と医療従事者のパートナーシップを強化し、安全管理に最大の努力を払います。

患者様の権利と義務
1. いつでも必要かつ十分な医療サービスを受けるために、医療機関を選択する権利があります。

2. 充分な情報や説明を受け、理解した上で、提案された診療計画などを自らの意志で決める権利があります。

しかし、それらの内容に関する指示を守る義務があります。

3. 病名、病状、診療計画、検査、手術、薬について、及び必要な費用など、納得できるまで説明を受ける

権利があります。と同時に、私達に事実を伝える義務があります。

4. 人としての尊厳、人権を尊重される権利があります。

5. 健康や病気、医学や医療制度、社会福祉について学習する権利があります。

6. 個人の秘密や医療に関する個人情報が守られ、私的な事にみだりに干渉されない権利があります。

7. 医療内容や病院の運営につき、苦情や意見を述べ、医療改善の活動に参加する権利があります。

8. 自分の病気について、他の医療機関の意見を聞きたい場合は、セカンドオピニオン制度を利用する

権利があります。
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Instagramも更新中！！

チェックしてみてください☆

当院では、職員を募集しています。

詳細につきましては、

当院ホームページをご覧ください。
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入院をご希望される方は、

お気軽にご相談ください。

地域医療連携室
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℡ 923-8822
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お問い合わせは、外来看護師まで

院長就任

のご挨拶

ご挨拶
令和8年6月1日付で院長に就任いたしました岡田洋右と申します。

私はこれまで産業医科大学病院において内分泌代謝・糖尿病を専門として診療に携わってまいりました。

この度、北九州湯川病院の病院長という重責を担うこととなり、身の引き締まる思いでございます。

地域に根差した医療を目指して
当院は、北九州市全域および京築地区の病院やかかりつけ医の先生方、あるいは施設からご紹介いただ

いた患者さんの入院を積極的に受け入れております。今後も医療や介護が必要で、自宅や施設には直接

退院できない多くの患者さん方の受け皿として、リハビリテーションを含めた退院支援を行い、必要に

応じて長期の療養・介護にも対応する地域密着型の慢性期病院・介護医療院としての役割を果たしてま

いります。

多職種連携で支える医療
私が特に大切にしたいのは、医師および看護師をはじめとする多職種による密接な連携システムです。

理学療法士・作業療法士・言語聴覚士・薬剤師・管理栄養士・医療ソーシャルワーカーなど、それぞれ

の専門性を活かしながらチーム一丸となって、全ての患者さんに慢性期病院としての最適な医療とケア

を提供してまいります。

これからの地域包括ケアに向けて
高齢化社会が進む中、各家庭が抱える課題は多様化しています。治療を必要とする患者さんだけでなく、

家族も含めて社会全体で医療を支えていく地域包括ケアシステムを整えていくことが、これからの医療

には不可欠です。

そのためには、まず医療安全の構築を確固たる基盤として、患者さんと家族が安心して療養生活を送れ

る環境作りに全力で取り組んでまいります。地域の医療機関や介護施設の皆様との連携をさらに強化し、

切れ目のない医療・介護サービスの提供を目指します。

皆様へのお願い
当院は、退院に向けた受け皿病院として、患者さんが再び家庭や地域で安心して生活できるよう、ス

タッフ一同、心を込めてサポートさせていただきます。どうぞお気軽にご相談ください。

地域の皆様、医療・介護関係者の皆様のご支援、

ご協力を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。

北九州湯川病院

院長 岡田洋右

事務部長就任のご挨拶

糖尿病外来新設のお知らせ

初めまして。岡本直樹と申します。

2026年6月1日より北九州湯川病院に赴任いたしました。

広島から研修医終了後この地（当時は北九州総合病院）で北九州での仕事をスタートしたのは、

1990年4月の事でした。呼吸器内科や救急医療を主に行っていましたが、とてもハードでほろ苦い思

い出ととても楽しい思い出が交錯します。（その間、3年くらい元北九州湯川病院のあった場所でも

仕事を兼任）。

4年後に広島の結核病院で5年間研修した後、北九州総合病院救命救急センターとなっていた病院に

勤務（1999年～2011年）、救急車の音が普段から聞こえるような？勤務疲労状態にもなり、大震災

があった年の2011年6月に北九州中央病院に移り、療養型医療・回復期型医療の勉強をさせて頂き定

年を迎え、15年でこの湯川の地に戻ってきました。昔一緒に働いた方も多数おられたり、昔働いて

いた建物内部もとても懐かしいです。病院の中は改装されて広々として快適ですが、北九州中央病

院に比べて病院内の移動距離が長いため、すぐお腹がすいてしまいます。電子カルテも北九州中央

病院と同じで、若干違う点もありますが徐々に慣れていくと思います。

また、現在はリモート会議ですが、北九州市の介護保険審査会のお仕事も15年以上携わっております。

近隣のクリニックの親しい先生方も多数おられワクワクしています。どうか皆様方宜しくお願いし

たいと思っております。

副院長就任のご挨拶

6月1日付人事異動で当院に着任しました事務部長の西田です。

近い将来に迫る2040年問題を控え、高齢化社会と医療介護需要の増大、

医療人材の不足等々様々な課題が予測される中、当院としては引き続き地域の

皆様に必要とされる慢性期病院・介護医療院として、今まで以上に高いレベル

を目指すべく努力してまいります。

どうぞよろしくお願い申し上げます。

～ 糖尿病療養チーム ～

岡田院長の就任と共に、糖尿病療養チームが始動

となりました。

まだまだ未熟ですが、新たな分野に一生懸命に取り

組んでいます。

岡田院長を中心に、看護師・薬剤師・管理栄養士・

理学療法士・臨床検査技師が連携を図り、それぞれ

が力を発揮し患者さんにとって、最適な医療とケア

が提供できるように頑張ります!


